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ワイズスペンディングの徹底に向けて、2020年10月、経済・財政一体改革推進委員会の下にＥＢＰＭアドバ
イザリーボードを設置し、経済・財政一体改革におけるＥＢＰＭの枠組みを強化。
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経済・財政一体改革推進委員会
・骨太方針で示した改革事項の工程を具体化し

た「改革工程表」について、進捗の点検・評
価、必要な見直しについて議論する場。

・改革工程表は、毎年、予算編成と並行して改
定に向けた議論がなされ、年末の経済財政諮
問会議において決定。

経済・財政一体改革推進委員会

・改革工程表について、ＥＢＰＭの観点から改
善点（エビデンスを踏まえた、ＫＰＩの見直
しや、政策目標とＫＰＩの関係の改定など）
を指摘。

・本年８月、骨太方針2021に基づき、こうした
ＥＢＰＭの観点から改革工程表の改善点をま
とめた「経済・財政一体改革エビデンス整備
プラン」を取りまとめ。

ＥＢＰＭアドバイザリーボード

上記委員会・ＷＧの議論をＥＢＰＭ
の観点からサポート





１．目的・対象期間

【参考】経済・財政一体改革エビデンス整備プランについて

○エビデンス整備プランは、新経済・財政再生計画改革工程表の改善に向けて、①改革工程表の「政策目標」・「ＫＰＩ」等の
つながり（ロジック）の検証、②必要なエビデンスの構築、のための取組・工程等を示すもの。

○担当府省は各取組の進捗を経済・財政一体改革推進委員会に報告するとともに、構築されたエビデンス等の成果は、本年末の
改革工程表の改定に反映させる。また、エビデンスの構築に時間を要する項目については、継続して取り組むとともに、工程
表の改定を踏まえ、整備プランも改定していく※ 。

〇こうした取組を通じて、行政機関及び民間が保有するデータを活用し、政策効果をデータで検証する仕組みの構築と、その仕
組みを活用した政府の政策決定基盤の一層の向上を目指す。

※新経済・財政再生計画の対象期間は2025年度までであることを踏まえ、2024年の改革工程表の改定までに反映していくよう取り組む。

２．推進の枠組み

３．当面の予定

～2021末 構築されたエビデンスを踏まえ、一体改革推進委員会、各WGで工程表改定に向けた議論
～2022春 改定版改革工程表を踏まえ、エビデンス整備プランを改定

経済・財政一体改革推進委 担当府省

・対象項目候補の提示、取組・工程の策定にあたり、
ＥＢＰＭアドバイザリーボードが知見を提供。

・対象項目候補を提示の上、利用可能なデータを
検証・順次提示。

・各分野ごとにＥＢＰＭアドバイザリードの担当委員
を置き、担当府省のエビデンス構築を伴走支援。

・施策の企画立案段階から、ＥＢＰＭに必要な
データを相談。

・エビデンス構築の進捗状況について報告。

伴走支援

相談・進捗報告

改革工程表の改定に反映

・構築したエビデンスを踏まえ、一体改革推進委、
各ＷＧにおいて議論。改革工程表を改定。

・改定後の改革工程表に沿って各取組を実施。
・エビデンス構築が継続中の項目については、

引き続き取り組む。
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